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   開     議 

 

 

○町田義昭議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○町田義昭議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 なお、上着の着脱はご自由に願います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 蒲生光男議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位１番、議席番号６番、蒲生

光男議員。 

  （６番蒲生光男議員登壇） 

○６番 蒲生光男議員 おはようございます。 

 私の質問事項は３点でございます。市長以下、

当局の皆様方には明瞭的確なご答弁をお願い申

し上げたいと思います。 

 最初の質問は、長井市財政の見通しでありま

す。 

 ６月定例議会に繰越明許費として約５億

8,000万円が計上されておりますが、繰越明許

費、つまり債務負担行為が最初から複数年度に

わたるものであるのに対し、経費の性質や予算

成立後の何らかの理由でその年度内に支出が終

わらない見込みがあるものについて、議会の議

決を得て翌年度に繰り越して使用できるように

する予算をいいます。通常は、補正予算の形で

議会に提案されております。 

 一昨年秋のリーマンショック以来、長井市に

とって相次ぐ交付金が来たことにより、今まで

なかなかできなかった学校の耐震化などの事業

ができるようになり、長井小学校第３校舎の耐

震化工事、総額３億7,809万1,000円が報告第２

号として上程されております。国、県から１億

8,867万5,000円が交付されるもので、長井市単

独ではなかなかできない小学校の耐震化、今後

の各学校の耐震化が進むことは、校舎という公

的な施設の改修が進むことは大変すばらしいし、

ありがたいことだと思っております。 

 今後の耐震化計画を見ますと、長井小学校第

３校舎は22年工事が実施されますが、長井小学

校体育館、致芳小学校の校舎及び体育館が22年

実施設計し、23年工事予定、西根小体育館は今

年実施設計で24年工事の計画という内容でござ

います。いずれも建築年からいうと、古くは昭

和45年、新しくても54年の建設のもので、子供

たちが安心して学べる場所、いざというときの

地区民の避難場所の性格を考えますと、急がな

ければならないと私は思います。 

 ことしは、そういうことで財政的なゆとりも

あるようですが、次年度以降について財政課の

財政の中期展望でいうと、必ずしも楽観できな

い数字が並んでおります。この中期展望につい

て財政課長から、どのような根拠があってこの

計画になったのか、また長井市の財政の全国的

なレベルとして財政指標でいえばどの位置にあ

るのかについてご説明をお願いいたします。 


